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第
七
回

新
宿
駅
西
口
広
場

　
新
宿
駅
西
口
の
地
下
に
広
場
が
設
け
ら

れ
た
の
は
一
九
六
六
年
の
こ
と
。
六
四
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
後
に
は
、
小
田

急
、
京
王
の
両
私
鉄
が
、
デ
パ
ー
ト
と
自

社
線
駅
舎
を
新
築
し
て
い
る
。
広
場
を
設

計
し
た
の
は
、
小
田
急
百
貨
店
の
設
計
も

担
当
し
た
建
築
家
・
坂
倉
準
三
。

　
当
時
、
新
宿
駅
西
口
駅
前
に
は
広
大
な

淀
橋
浄
水
場
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
六
五

年
に
こ
れ
が
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
跡

地
で
は
新
都
心
の
開
発
が
進
ん
で
ゆ
く
。

そ
こ
で
新
宿
駅
と
新
都
心
を
、
車
道
と
歩

行
者
用
の
道
路
を
分
離
し
な
が
ら
地
下
通

路
で
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
た
の
が
こ
の

広
場
だ
っ
た
。

　
六
〇
年
代
後
半
に
は
こ
こ
で
若
者
た
ち

に
よ
る
反
戦
フ
ォ
ー
ク
集
会
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
新
宿
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ

ャ
ー
を
象
徴
す
る
場
と
な
っ
た
り
も
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
都
心
の
超
高
層
ビ
ル
街
の

開
発
が
進
み
、
都
庁
が
移
転
し
て
き
た
こ

と
な
ど
で
、
こ
の
場
所
の
重
要
性
は
さ
ら

に
増
す
。
乗
降
客
数
日
本
一
で
あ
る
新
宿

駅
の
利
用
者
が
昼
夜
往
来
し
、
広
場
前
の

地
下
道
は
新
都
心
へ
の
主
要
な
歩
行
者
用

ル
ー
ト
と
な
っ
て
き
た
。

　
そ
の
広
場
通
路
に
面
し
た
場
所
で

二
〇
〇
〇
年
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
る
の
が

「
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
」

だ
。
総
面
積
四
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
か

な
り
広
く
、
常
に
イ
ベ
ン
ト
や
チ
ャ
リ
テ

ィ
販
売
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
は
地
下
空
間
で
あ

る
が
、
広
場
や
通
路
か
ら
外
光
が
入
る
た

め
明
る
い
雰
囲
気
が
あ
り
、
前
の
通
路
は
、

新
宿
駅
か
ら
都
庁
や
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

方
面
へ
と
往
来
す
る
人
び
と
の
通
行
が
多

い
。
閉
鎖
空
間
で
は
な
く
地
下
道
に
面
し

て
開
け
て
い
る
の
で
、
通
り
が
か
り
に
立

ち
寄
る
人
も
多
い
。

　
五
十
年
前
に
で
き
た
地
下
広
場
が
、
西

口
新
都
心
が
開
発
さ
れ
、
新
宿
は
当
時
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
メ
ガ
シ
テ
ィ
に

成
長
し
て
も
未
だ
機
能
し
て
い
る
。
こ
こ

は
す
で
に
東
京
の
歴
史
的
な
場
所
に
な
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

❖東京街歩きライター ⃝鈴木 伸子　▪日々東京を徘徊中、執筆中。雑誌「東京人」の元副編集長、得意分野は都市、建築、鉄道、食べ歩きなど。

　
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で

は
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
催
事
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
な
か
で
も
恒
例
の
も
の
は
、
多
く
の
利

用
者
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。
五
月
中
旬
の

「
看
護
の
日
」、八
月
の
道
の
日
イ
ベ
ン
ト「
夢

の
み
ち
」、
全
国
各
地
や
都
内
各
地
の
名
産

品
を
販
売
す
る
催
事
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
る

古
書
市
、
刑
務
所
受
刑
者
の
作
業
製
品
を
展

示
即
売
す
る
矯
正
展
な
ど
は
、
ほ
ぼ
毎
年
行

わ
れ
、毎
回
訪
れ
る
常
連
客
も
多
い
と
い
う
。

地
下
街
コ
ラ
ム

東京土木施工管理技士会の母体である（一社）東京建設業協会が開催した「東京都建設系高校生作品Competition2015」の様子。
毎年12月に開催しており、都内高等学校の建設系学科に所属する学生の作品が発表されている。

（
取
材
協
力
：
公
益
財
団
法
人
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
）
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は
、
そ
れ
ま
で
取
材
し
た
地
下
街
と
は
ま

っ
た
く
異
な
る
タ
イ
プ
。
ビ
ル
足
元
の
敷

地
に
整
備
さ
れ
た「
大
手
町
の
森
」の
樹
々

が
見
え
、
外
光
も
入
る
地
下
と
は
思
え
な

い
空
間
に
、
こ
の
町
で
働
く
キ
ャ
リ
ア
ウ

ー
マ
ン
向
け
の
お
し
ゃ
れ
な
飲
食
店
、
シ

ョ
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
た
。

　
丸
の
内
の
、
丸
ビ
ル
と
新
丸
ビ
ル
間
の

「
行
幸
地
下
通
路
」
は
、
以
前
は
地
下
駐

車
場
だ
っ
た
場
所
を
歩
行
者
用
地
下
道
に

改
装
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
性
も
持
つ
空
間
と
し
て
い
る
。
カ

フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
、イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、

災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

利
用
方
法
を
模
索
中
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
今
回
も
含
め
計
七
回
、
都
市
の
中
で
、

地
下
空
間
に
広
が
る
「
街
」
の
か
た
ち
を

見
聞
し
、
地
下
な
ら
で
は
の
特
性
を
知
っ

た
。
都
心
で
の
開
発
が
相
次
ぐ
な
か
、
新

た
な
地
下
空
間
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い

き
そ
う
だ
。

連
載
を
振
り
返
っ
て

　
連
載
第
一
回
目
の
「
八
重
洲
地
下
街
」

の
取
材
で
ま
ず
最
初
に
知
っ
た
の
は
、
地

下
街
と
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
に
よ
っ
て
駅
に
駐
車
場
が
必
要
に
な

り
、
そ
れ
ら
と
の
一
体
開
発
で
造
ら
れ
始

め
た
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
話
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、
地
下
街
と
い
う
空
間
を
改
め
て

理
解
す
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

　
そ
の
八
重
洲
地
下
街
と
同
様
に
、
駅
の

地
下
駐
車
場
と
と
も
に
開
発
さ
れ
た
の

は
、「
新
宿
サ
ブ
ナ
ー
ド
」。
し
か
し
、
八

重
洲
地
下
街
は
六
割
が
男
性
客
だ
が
、
新

宿
サ
ブ
ナ
ー
ド
は
圧
倒
的
に
女
性
向
け
の

テ
ナ
ン
ト
が
多
い
と
い
う
話
を
聞
き
、
立

地
に
よ
り
地
下
街
の
性
質
が
か
な
り
異
な

る
こ
と
を
興
味
深
く
思
っ
た
。

　
新
橋
駅
汐
留
側
駅
広
場
地
下
の
「
ウ
ィ

ン
グ
新
橋
」
も
、
や
は
り
駐
車
場
と
一
体

開
発
の
地
下
街
。
こ
こ
は
小
規
模
だ
が
、

常
に
人
通
り
の
あ
る
立
地
で
は
商
空
間
と

し
て
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
地
下
鉄
初
の
大
規
模
駅
ナ
カ
商
業
施
設

と
な
っ
た「
Ec
h
i
ka
表
参
道
」で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
あ
る
な
か
で
、
他
の

鉄
道
会
社
と
は
一
線
を
画
す
駅
ナ
カ
地
下

街
を
創
り
出
し
た
東
京
メ
ト
ロ
の
ソ
フ
ト

力
に
感
心
。

　
地
下
鉄
大
手
町
駅
と
も
直
結
す
る
最
新

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
地
下
の「O

O
T
EM
O
RI

」
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▼
第
六
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行
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ウィング新橋

新宿サブナード

八重洲地下街


